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1. はじめに

公園や道路の植栽桝・植樹帯などの都市緑地に植栽
された都市樹木は、地球環境、生活環境を保全すると
ともに、人々に憩いや癒しを提供し、日常の生活に潤
いや活力をもたらすなど多くの緑化機能を発揮してい
る。この緑化機能を最大限に活用するため、これまで
に多くの樹木が都市緑地に植栽されてきたが、近年で
は経年的な成長や取り巻く植栽環境の変化などの様々
な要因により、都市樹木の大径木化や過密化、植栽基
盤の劣化、病虫害による生育不良等が生じており、根
上りや倒伏による障害に繋がることも少なくない。

将来に向けて、より快適で安全な都市緑地を提供し、
日常生活に欠かせない存在として継続していくために
は、都市樹木の適切な維持管理が重要になっている。
さらに、樹木が大径木化、過密化することに伴って増
加していく管理コストについては、明確な管理目標を
設定した上で、状況が変化した都市緑地には最適な樹
種への更新を図ることを含めた、効果的かつ効率的な
維持管理を実施することも求められている。

本稿では、都市樹木に発生している諸問題の実態を
紹介するとともに、都市樹木の緑化機能を維持しつつ
都市緑地の安全性と快適性の向上を図るための再生方
法について述べる。

2. 都市樹木が抱える問題

都市樹木が抱える問題としては、樹木本体に起因す
るものとして経年的な成長による大径化と、それに伴
う「過密化」、「根上り」、「周辺施設との競合」等がある。
また、植栽基盤の劣化や病虫害による「生育不良」、「樹
勢衰退」や、木材腐朽病などの進行に伴う「倒伏・落枝」

と、それらに伴う「景観価値の低下」がある（写真1）。
都市樹木の生育環境等に起因する問題としては、樹

木の植栽空間そのものが変更される「周辺土地利用の変
化」や根系の生育空間である植栽基盤が地下施設等の工
事で改変される「地下埋設物等の管理や更新」がある。

さらに、管理予算の縮減に対応するために剪定や草
刈り等の管理頻度が低下する「コスト縮減に係る要請」
と、それに伴う「景観価値の低下」がある。

3. 都市樹木の再生

3.1　基本方針と手順
都市樹木は、地域空間全体の価値を向上させるもの

写真１　都市樹木が抱える問題
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であり、長い期間において周辺地域と密着した存在と
なっていることから、緑化機能としての役割以外に住
民からの深い愛着が醸成されていることが多い。この
ような場合には、樹木に問題が発生しても、まずは存
続させるための保全を優先することを検討する必要が
ある。しかし、生き物である樹木は、発生した問題を
解消できないと衰弱して枯死につながることや倒伏す
る可能性が大きくなることから、このような場合には
樹木を伐採して必要に応じ再度植栽を行うことを検討
する必要が生じる。また、都市樹木の再生を実施する
体制においては、ステークホルダーである緑地利用者
や地域住民、企業等との調整や合意形成を図ることで、
可能な限り協働による体制を構築することが樹木の存
在価値を高めるためにも大切となる（図1）。
都市樹木の現状把握から保全・再整備に至る再生の

一般的な手順としては、図2に示すとおりである。
3.2　発生した問題の現状把握と評価
樹木本体に発生した問題に対する現状把握と評価

は、日常点検等に基づき問題等が発生している可能性
がある場合や緑地利用者や地域住民等からの通報や苦
情等があった場合、環境変化等に関する情報を得た場
合において、都市樹木の再生のために詳細な情報収集
が必要と判断された際に専門的な調査の実施や調査結
果の評価を行うものである（図3）。ここで実施する調
査項目については、専門家等の意見を参考にした上で
必要な項目を選択することが一般的であるが、樹木に
発生した問題等の原因が明らかで、通常実施している
対策により適切な問題解決が図られると判断される場
合には、専門的な調査を必要としない場合もある。さ
らに、再生後に発生した問題を繰り返さないためには、

調査結果を基に各種問題の発生要因を明らかにし、樹
木の保全・再整備の実施段階に応じた対策に反映させ
ることが重要である（図4）。

図2　都市樹木の再生手順
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図4　問題の発生要因の把握（倒伏・落枝の例）図1　都市樹木の再生における基本方針
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生育環境の変化については、樹木本体の生育状況等
と関係がない社会的要因により樹木への影響が生じる
可能性がある場合に、植栽地とその周辺における関連
計画等を対象とし、その要因に関する内容を把握する。
具体的には、植栽地に直接影響を及ぼす工事や植栽空
間の微気象に影響を及ぼす周辺開発等に関して、対象
範囲や工事内容、工程等を関連資料や関係者へのヒア
リング等に基づき把握する必要がある。
3.3　対応方針と対策工の設定
対応方針は保全（問題が発生した樹木のみを保全又

は更新し、既存の緑地として維持する対策）と再整備
（問題が発生した緑地全体の樹木を更新し、新規の緑
地に転換する対策）に大別され、さらに①治療・保護、
②移植、③更新【同種】、④更新【異種】、⑤撤去に分類
される。また、これらの対応方針は、「剪定」、「植栽
基盤整備・改良」、「空洞・腐朽部処置」、「不定根育成」、
「樹体保護」、「病虫害防除」、「伐採・間伐」、「伐採後
の処置」、「根系切除」、「植栽位置の変更」、「再植栽」
の具体的な対策工で構成される（図5）。

図5　都市樹木の再生における対応方針と対策工
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図6　再生目標像の設定（巨樹・老樹の例）
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を回復するための薬剤注入 ･ 散布や罹患部の物理的切
除等の対策が必要となることがある（写真2）。
3.5　都市樹木の再整備方法

都市樹木の再整備方法としては、発生している問題
を解消できない場合に伐採して同樹種を植栽する、あ
るいは樹種転換をする方法がある。また、問題が生育
不良であった場合には、新規植栽時に植栽基盤の改良
を行う必要がある。なお、現存の植栽空間を超えて成
長する大径木が植栽されている場合や自然環境が豊か
な場所に樹木が過密になるように植栽されている場合
等においては、必要に応じてステークホルダーの合意
を得た上で樹木を移動あるいは撤去することが、安全
で快適な利用空間の形成や維持管理の効率化に寄与す
る解決策の一つの選択肢となることもある（写真3）。
3.6　再生時の留意点と対策後のモニタリング

都市樹木の再生を行う際には、対象樹木とその周辺
緑地に既に生息している野生生物の存在を確認する必
要があり、生息が確認された場合には樹木を再生する
ことで営巣地や餌場、移動空間などに悪影響を及ぼさ
ないよう対策を施すことが求められる。また、やむを
得ず伐採される樹木については、ベンチや彫刻物など
の木工材利用のほか、チップ材や堆肥材料として有効
活用することが望ましい。

また、対策後のモニタリングは将来にわたって良好
な樹木の生育を維持するために必要不可欠であり、対
策工における効果を樹木成長の良否で経過観察する。
剪定を行った樹木については、措置後に発生する不要
枝の対処などが美しい樹冠形状を創出するために必要
となる。病虫害や根上り等の措置では、同じ症状が再
発することも考えられるため、日常点検のなかで注意
深く観察する必要がある。

4. 住民等との合意形成

都市樹木に密接に関わることが多い緑地利用者や地
域住民等に対しては、都市樹木の対応方針や対策工に
ついて、あらかじめ合意を図ることが円滑に再生を実
施する上で重要となる。合意形成を図る方法としては、
主に①検討会や委員会への住民代表の参加、②アン
ケート等の実施による意見収集、③現地開催を含めた
住民説明会の実施、④説明資料配布、看板設置等によ
る情報提供があり、住民等の視点から丁寧に実施する
ことが求められる。

5. おわりに

本稿では、大径木化や生育不良等の問題を抱えてい
る都市樹木を対象として、再生の観点から一連の維持
管理方法を紹介した。都市樹木の整備は、量的充足か
ら質的満足への転換期を迎え、現状保全か新規更新か
の最適な選択が重要となっている。そのためには、地
域全体に存在する都市樹木の状況を正確に把握し、そ
の緑化機能の正しい評価と将来予測を定量的に行うこ
とが求められているものの、これらのシステム構築は
課題として残されている。

今後は、劣化した都市樹木の再生を個別に対応しつ
つも、公共緑地を中心として地域全体の緑資源を融合
させることにも配慮し、多様な緑化機能を活用した持
続可能で魅力ある地域づくりに寄与するグリーンイン
フラとしていくことが重要であると考えている。
参考文献
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地被植物への転換（ソメイヨシノ→ツツジ類）

同一樹種への更新（イチョウ）

樹種の変更（クスノキ→シマトネリコ・モミジバフウ）
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はじめに

街路樹を主体とする道路緑化は、「道路交通機能の

確保を前提にしつつ、緑化に求められる機能を総合的

に発揮させ、道路空間や地域の価値向上に資すること

に努めるとともに、交通の安全、適切な維持管理及び

周辺環境との調和に留意する」1）ことを基本方針として

いる。

この方針のもと、これまで積極的に整備された全国

の街路樹は平成28 年度末で約670万本2）に達したもの

の、過去15 年での増減は横ばい傾向であることから、

一定の緑のストックが形成された中で大径木化や高齢

化が現れてきている現状がうかがえる。街路樹の大径

木化は、景観向上や緑陰形成等の緑化機能の充実度

を高める一方で、人的・物的な障害や道路交通障害等

につながる倒伏・落枝の発生が危惧されている。

そのため、国土技術政策総合研究所では、平成24

年1月に『街路樹の倒伏対策の手引き』（国総研資料第

669 号）3）を作成し、街路樹管理に携わる技術者に対し

て、倒伏等につながる可能性がある樹体の構造的な弱

点を把握する診断方法と危険性を改善する措置方法を

提案した。しかし、その後も街路樹の倒伏・落枝の発

生がみられることや、倒伏する街路樹の形状が大径木

化する傾向（図1）により周辺に及ぼす被害が大きくなる

ことも想定され、より多くの街路樹を効率的に点検する

方法や、樹体の構造的な弱点を発生させない健全な街

路樹の生育を確保するための緑化方法の改善が必要と

なっていた。

そこで、既刊の『街路樹の倒伏対策の手引き』に、

点検・診断で重視すべき倒伏・落枝の発生要因を明示

した上で、街路樹の良好な生育を促すための緑化手法

として設計・施工・維持管理の各段階における配慮事

項を解説し、さらにステークホルダーである地域住民等

との合意形成方法について補完した第2版5）を作成した

（図2）。この第2版には、対策実施にあたって参考とな

る、街路樹の点検・診断の先行事例と近年の街路樹の

倒伏・落枝の発生実態も紹介した。

本稿では、街路樹管理者が手引きを活用する際に、

倒伏・落枝の抑制に向けて実施及び配慮すべき緑化の

要点について、主に根返り被害を想定しながら紹介する。

1　倒伏・落枝の発生実態

平成29 年4月から30 年10月までの期間において、

国、都道府県、市町村が管理する道路に発生した倒

伏・落枝は、全国で13,284 本であった。このうち樹木

位置が不明であった3,097 本を除くと、道路区域内で

街路樹の倒伏・落枝対策
―「街路樹の倒伏対策の手引き（第2版）」の改訂ポイント―

国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 緑化生態研究室　飯塚 康雄
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図1　倒伏した街路樹における幹周別割合の推移

※昭和54 年、平成4～10 年データの幹周「120cm 以上」は分類され
ておらず、　60cm以上120cm 未満に含まれる

年 統計範囲 被害総数（本）

S54
台風20 号による東京都内の国道及び都道に
おける被害

3,334

H4～10 国が管理する道路における被害 1,487

H16
国、都道府県、政令指定都市が管理する道
路における被害

11,974

H29 ～30
国、都道府県、市町村が管理する道路にお
ける被害

 2,457

日本緑化センター

グリーン ・ エージ （2019） 46(10) ： 12–16

6.　予防的な保全措置を会得する（手引き：第2章）

　街路樹の倒伏・落枝を抑制し、街路樹の健全な育成・維持

管理を継続するためには、改善的措置のみで危険性を回避

したものと考えず、予防的な保全措置が重要となる。そのた

め、図5に示す街路樹の倒伏や落枝が発生する際の素因と

なる樹種特性、植栽環境、植栽工事、養生での問題や、誘因

となる植栽管理、周辺工事、異常気象を踏まえ、道路緑化の

各段階での倒伏・落枝に対する配慮が必要である。

　各段階における配慮事項には、以下の内容が考えられる。

（1）設計段階

　設計段階では、植栽空間に適合しながらも緑化機能を十

分に発揮できる植栽樹種の選定及び植栽配置を行うととも

に、植栽木の根系成長特性に適した植栽基盤構造を検討し

た上で、必要に応じて植栽後の樹木成長を良好に保つため

の樹木保護材（支柱、踏圧防止板、マルチング等）を選定す

ることが重要である。

（2）施工段階

　施工段階では、施工直前に植栽地の土壌条件を再確認し

た上で、設計に基づいた適正な植栽基盤を造成し、良質な

樹木を適切な時期に、短期間のうちに、損傷を少なくするよ

うに植栽する。なお、土壌条件が設計時に行った調査結果と

異なる場合には、再度、植栽基盤の設計を見直す必要があ

る。また、樹木保護工を設置する際には、樹体への損傷に注

意して適切に設置する。

（3）維持管理段階

　維持管理段階では、街路樹の衰退や老朽化による樹体の

脆弱化等が倒伏や落枝につながる要因となることを踏ま

え、樹木の良好な生育を維持することを目的とした、剪定、

損傷防止対策、根系や樹木保護材の維持管理、病虫害対策

等が重要となる。

　手引きにおける解説事例として、剪定における配慮事項

を図6に示す。

7.　おわりに

　本稿では、街路樹の倒伏・落枝を抑制するための緑化方

法として、現場において必要となる観点から主な対策を断

片的に紹介した。より詳細な内容を理解するためには、図や

写真によりわかりやすく解説した本手引きを通読されるとと

もに、さらに発生要因に関する見識や改善的・予防的措置を

講ずる際の判断力を向上させるために、先行実施している

道路管理者による点検・診断事例（第2編）や倒伏・落枝の

発生実態（第3編）について参考にされたい。

参考文献
　国土技術政策総合研究所：街路樹の倒伏対策の手引き 第2版、国総研資料第
1059号、2019.2
　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1059.htm

図4　倒伏（根返り）における発生要因の例

図5　緑化段階における倒伏・落枝の素因と誘因

図6　倒伏・落枝に配慮した剪定の基本
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街路樹を主体とする道路緑化は、「道路交通機能の

確保を前提にしつつ、緑化に求められる機能を総合的

に発揮させ、道路空間や地域の価値向上に資すること

に努めるとともに、交通の安全、適切な維持管理及び

周辺環境との調和に留意する」1）ことを基本方針として

いる。

この方針のもと、これまで積極的に整備された全国

の街路樹は平成28 年度末で約670万本2）に達したもの

の、過去15 年での増減は横ばい傾向であることから、

一定の緑のストックが形成された中で大径木化や高齢

化が現れてきている現状がうかがえる。街路樹の大径

木化は、景観向上や緑陰形成等の緑化機能の充実度

を高める一方で、人的・物的な障害や道路交通障害等

につながる倒伏・落枝の発生が危惧されている。

そのため、国土技術政策総合研究所では、平成24

年1月に『街路樹の倒伏対策の手引き』（国総研資料第

669 号）3）を作成し、街路樹管理に携わる技術者に対し

て、倒伏等につながる可能性がある樹体の構造的な弱

点を把握する診断方法と危険性を改善する措置方法を

提案した。しかし、その後も街路樹の倒伏・落枝の発

生がみられることや、倒伏する街路樹の形状が大径木

化する傾向（図1）により周辺に及ぼす被害が大きくなる

ことも想定され、より多くの街路樹を効率的に点検する

方法や、樹体の構造的な弱点を発生させない健全な街

路樹の生育を確保するための緑化方法の改善が必要と

なっていた。

そこで、既刊の『街路樹の倒伏対策の手引き』に、

点検・診断で重視すべき倒伏・落枝の発生要因を明示

した上で、街路樹の良好な生育を促すための緑化手法

として設計・施工・維持管理の各段階における配慮事

項を解説し、さらにステークホルダーである地域住民等

との合意形成方法について補完した第2版5）を作成した

（図2）。この第2版には、対策実施にあたって参考とな

る、街路樹の点検・診断の先行事例と近年の街路樹の

倒伏・落枝の発生実態も紹介した。

本稿では、街路樹管理者が手引きを活用する際に、

倒伏・落枝の抑制に向けて実施及び配慮すべき緑化の

要点について、主に根返り被害を想定しながら紹介する。

1　倒伏・落枝の発生実態

平成29 年4月から30 年10月までの期間において、

国、都道府県、市町村が管理する道路に発生した倒

伏・落枝は、全国で13,284 本であった。このうち樹木

位置が不明であった3,097 本を除くと、道路区域内で

街路樹の倒伏・落枝対策
―「街路樹の倒伏対策の手引き（第2版）」の改訂ポイント―

国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 緑化生態研究室　飯塚 康雄
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ておらず、　60cm以上120cm 未満に含まれる

年 統計範囲 被害総数（本）

S54
台風20 号による東京都内の国道及び都道に
おける被害

3,334

H4～10 国が管理する道路における被害 1,487

H16
国、都道府県、政令指定都市が管理する道
路における被害

11,974

H29 ～30
国、都道府県、市町村が管理する道路にお
ける被害

 2,457

6.　予防的な保全措置を会得する（手引き：第2章）

　街路樹の倒伏・落枝を抑制し、街路樹の健全な育成・維持

管理を継続するためには、改善的措置のみで危険性を回避

したものと考えず、予防的な保全措置が重要となる。そのた

め、図5に示す街路樹の倒伏や落枝が発生する際の素因と

なる樹種特性、植栽環境、植栽工事、養生での問題や、誘因

となる植栽管理、周辺工事、異常気象を踏まえ、道路緑化の

各段階での倒伏・落枝に対する配慮が必要である。

　各段階における配慮事項には、以下の内容が考えられる。

（1）設計段階

　設計段階では、植栽空間に適合しながらも緑化機能を十

分に発揮できる植栽樹種の選定及び植栽配置を行うととも

に、植栽木の根系成長特性に適した植栽基盤構造を検討し

た上で、必要に応じて植栽後の樹木成長を良好に保つため

の樹木保護材（支柱、踏圧防止板、マルチング等）を選定す

ることが重要である。

（2）施工段階

　施工段階では、施工直前に植栽地の土壌条件を再確認し

た上で、設計に基づいた適正な植栽基盤を造成し、良質な

樹木を適切な時期に、短期間のうちに、損傷を少なくするよ

うに植栽する。なお、土壌条件が設計時に行った調査結果と

異なる場合には、再度、植栽基盤の設計を見直す必要があ

る。また、樹木保護工を設置する際には、樹体への損傷に注

意して適切に設置する。

（3）維持管理段階

　維持管理段階では、街路樹の衰退や老朽化による樹体の

脆弱化等が倒伏や落枝につながる要因となることを踏ま

え、樹木の良好な生育を維持することを目的とした、剪定、

損傷防止対策、根系や樹木保護材の維持管理、病虫害対策

等が重要となる。

　手引きにおける解説事例として、剪定における配慮事項

を図6に示す。

7.　おわりに

　本稿では、街路樹の倒伏・落枝を抑制するための緑化方

法として、現場において必要となる観点から主な対策を断

片的に紹介した。より詳細な内容を理解するためには、図や

写真によりわかりやすく解説した本手引きを通読されるとと

もに、さらに発生要因に関する見識や改善的・予防的措置を

講ずる際の判断力を向上させるために、先行実施している

道路管理者による点検・診断事例（第2編）や倒伏・落枝の

発生実態（第3編）について参考にされたい。
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に発揮させ、道路空間や地域の価値向上に資すること

に努めるとともに、交通の安全、適切な維持管理及び

周辺環境との調和に留意する」1）ことを基本方針として

いる。

この方針のもと、これまで積極的に整備された全国

の街路樹は平成28 年度末で約670万本2）に達したもの

の、過去15 年での増減は横ばい傾向であることから、

一定の緑のストックが形成された中で大径木化や高齢

化が現れてきている現状がうかがえる。街路樹の大径

木化は、景観向上や緑陰形成等の緑化機能の充実度

を高める一方で、人的・物的な障害や道路交通障害等

につながる倒伏・落枝の発生が危惧されている。

そのため、国土技術政策総合研究所では、平成24

年1月に『街路樹の倒伏対策の手引き』（国総研資料第

669 号）3）を作成し、街路樹管理に携わる技術者に対し

て、倒伏等につながる可能性がある樹体の構造的な弱

点を把握する診断方法と危険性を改善する措置方法を

提案した。しかし、その後も街路樹の倒伏・落枝の発

生がみられることや、倒伏する街路樹の形状が大径木
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6.　予防的な保全措置を会得する（手引き：第2章）

　街路樹の倒伏・落枝を抑制し、街路樹の健全な育成・維持

管理を継続するためには、改善的措置のみで危険性を回避

したものと考えず、予防的な保全措置が重要となる。そのた

め、図5に示す街路樹の倒伏や落枝が発生する際の素因と

なる樹種特性、植栽環境、植栽工事、養生での問題や、誘因

となる植栽管理、周辺工事、異常気象を踏まえ、道路緑化の

各段階での倒伏・落枝に対する配慮が必要である。

　各段階における配慮事項には、以下の内容が考えられる。

（1）設計段階

　設計段階では、植栽空間に適合しながらも緑化機能を十

分に発揮できる植栽樹種の選定及び植栽配置を行うととも

に、植栽木の根系成長特性に適した植栽基盤構造を検討し

た上で、必要に応じて植栽後の樹木成長を良好に保つため

の樹木保護材（支柱、踏圧防止板、マルチング等）を選定す

ることが重要である。

（2）施工段階

　施工段階では、施工直前に植栽地の土壌条件を再確認し

た上で、設計に基づいた適正な植栽基盤を造成し、良質な

樹木を適切な時期に、短期間のうちに、損傷を少なくするよ

うに植栽する。なお、土壌条件が設計時に行った調査結果と

異なる場合には、再度、植栽基盤の設計を見直す必要があ

る。また、樹木保護工を設置する際には、樹体への損傷に注

意して適切に設置する。

（3）維持管理段階

　維持管理段階では、街路樹の衰退や老朽化による樹体の

脆弱化等が倒伏や落枝につながる要因となることを踏ま

え、樹木の良好な生育を維持することを目的とした、剪定、

損傷防止対策、根系や樹木保護材の維持管理、病虫害対策

等が重要となる。

　手引きにおける解説事例として、剪定における配慮事項

を図6に示す。

7.　おわりに

　本稿では、街路樹の倒伏・落枝を抑制するための緑化方

法として、現場において必要となる観点から主な対策を断

片的に紹介した。より詳細な内容を理解するためには、図や

写真によりわかりやすく解説した本手引きを通読されるとと

もに、さらに発生要因に関する見識や改善的・予防的措置を

講ずる際の判断力を向上させるために、先行実施している

道路管理者による点検・診断事例（第2編）や倒伏・落枝の

発生実態（第3編）について参考にされたい。

参考文献
　国土技術政策総合研究所：街路樹の倒伏対策の手引き 第2版、国総研資料第
1059号、2019.2
　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1059.htm

図4　倒伏（根返り）における発生要因の例

図5　緑化段階における倒伏・落枝の素因と誘因

図6　倒伏・落枝に配慮した剪定の基本
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はじめに

街路樹を主体とする道路緑化は、「道路交通機能の

確保を前提にしつつ、緑化に求められる機能を総合的

に発揮させ、道路空間や地域の価値向上に資すること

に努めるとともに、交通の安全、適切な維持管理及び

周辺環境との調和に留意する」1）ことを基本方針として

いる。

この方針のもと、これまで積極的に整備された全国

の街路樹は平成28 年度末で約670万本2）に達したもの

の、過去15 年での増減は横ばい傾向であることから、

一定の緑のストックが形成された中で大径木化や高齢

化が現れてきている現状がうかがえる。街路樹の大径

木化は、景観向上や緑陰形成等の緑化機能の充実度

を高める一方で、人的・物的な障害や道路交通障害等

につながる倒伏・落枝の発生が危惧されている。

そのため、国土技術政策総合研究所では、平成24

年1月に『街路樹の倒伏対策の手引き』（国総研資料第

669 号）3）を作成し、街路樹管理に携わる技術者に対し

て、倒伏等につながる可能性がある樹体の構造的な弱

点を把握する診断方法と危険性を改善する措置方法を

提案した。しかし、その後も街路樹の倒伏・落枝の発

生がみられることや、倒伏する街路樹の形状が大径木

化する傾向（図1）により周辺に及ぼす被害が大きくなる

ことも想定され、より多くの街路樹を効率的に点検する

方法や、樹体の構造的な弱点を発生させない健全な街

路樹の生育を確保するための緑化方法の改善が必要と

なっていた。

そこで、既刊の『街路樹の倒伏対策の手引き』に、

点検・診断で重視すべき倒伏・落枝の発生要因を明示

した上で、街路樹の良好な生育を促すための緑化手法

として設計・施工・維持管理の各段階における配慮事

項を解説し、さらにステークホルダーである地域住民等

との合意形成方法について補完した第2版5）を作成した

（図2）。この第2版には、対策実施にあたって参考とな

る、街路樹の点検・診断の先行事例と近年の街路樹の

倒伏・落枝の発生実態も紹介した。

本稿では、街路樹管理者が手引きを活用する際に、

倒伏・落枝の抑制に向けて実施及び配慮すべき緑化の

要点について、主に根返り被害を想定しながら紹介する。

1　倒伏・落枝の発生実態

平成29 年4月から30 年10月までの期間において、

国、都道府県、市町村が管理する道路に発生した倒

伏・落枝は、全国で13,284 本であった。このうち樹木

位置が不明であった3,097 本を除くと、道路区域内で

街路樹の倒伏・落枝対策
―「街路樹の倒伏対策の手引き（第2版）」の改訂ポイント―

国土交通省 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター 緑化生態研究室　飯塚 康雄

キーワード：街路樹、点検、維持管理、道路緑化技術基準

図1　倒伏した街路樹における幹周別割合の推移

※昭和54 年、平成4～10 年データの幹周「120cm 以上」は分類され
ておらず、　60cm以上120cm 未満に含まれる

年 統計範囲 被害総数（本）

S54
台風20 号による東京都内の国道及び都道に
おける被害

3,334

H4～10 国が管理する道路における被害 1,487

H16
国、都道府県、政令指定都市が管理する道
路における被害

11,974

H29 ～30
国、都道府県、市町村が管理する道路にお
ける被害

 2,457

6.　予防的な保全措置を会得する（手引き：第2章）

　街路樹の倒伏・落枝を抑制し、街路樹の健全な育成・維持

管理を継続するためには、改善的措置のみで危険性を回避

したものと考えず、予防的な保全措置が重要となる。そのた

め、図5に示す街路樹の倒伏や落枝が発生する際の素因と

なる樹種特性、植栽環境、植栽工事、養生での問題や、誘因

となる植栽管理、周辺工事、異常気象を踏まえ、道路緑化の

各段階での倒伏・落枝に対する配慮が必要である。

　各段階における配慮事項には、以下の内容が考えられる。

（1）設計段階

　設計段階では、植栽空間に適合しながらも緑化機能を十

分に発揮できる植栽樹種の選定及び植栽配置を行うととも

に、植栽木の根系成長特性に適した植栽基盤構造を検討し

た上で、必要に応じて植栽後の樹木成長を良好に保つため

の樹木保護材（支柱、踏圧防止板、マルチング等）を選定す

ることが重要である。
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た上で、設計に基づいた適正な植栽基盤を造成し、良質な

樹木を適切な時期に、短期間のうちに、損傷を少なくするよ

うに植栽する。なお、土壌条件が設計時に行った調査結果と

異なる場合には、再度、植栽基盤の設計を見直す必要があ

る。また、樹木保護工を設置する際には、樹体への損傷に注

意して適切に設置する。

（3）維持管理段階

　維持管理段階では、街路樹の衰退や老朽化による樹体の
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　手引きにおける解説事例として、剪定における配慮事項
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図1　倒伏した街路樹における幹周別割合の推移

※昭和54 年、平成4～10 年データの幹周「120cm 以上」は分類され
ておらず、　60cm以上120cm 未満に含まれる

年 統計範囲 被害総数（本）

S54
台風20 号による東京都内の国道及び都道に
おける被害

3,334

H4～10 国が管理する道路における被害 1,487

H16
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 2,457
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参考文献
　国土技術政策総合研究所：街路樹の倒伏対策の手引き 第2版、国総研資料第
1059号、2019.2
　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1059.htm

図4　倒伏（根返り）における発生要因の例

図5　緑化段階における倒伏・落枝の素因と誘因

図6　倒伏・落枝に配慮した剪定の基本
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図2　「街路樹の倒伏対策の手引き（第2 版）」の構成

◇日常管理における街路樹の早期異状発見の必要性及び、情報提供の活用、異状を
確認するための点検（通常巡回、定期巡回）の内容を示すとともに、倒伏・落枝
の危険性を調査・診断する方法（簡易診断・樹木健全度調査・植栽環境調査）に
ついて解説。

【点検】通常巡回、定期巡回、異常時巡回
【診断】簡易診断、樹木健全度調査、植栽環境調査
◇台風・大雪・吹雪等の異常気象や災害発生時に行う異常時巡回の必要性と確認内
容を解説。

【情報提供の活用】通報、維持作業時確認

◇ 街路樹の倒伏・落枝は、主要な要因である気象害に加え、腐朽や樹木生理による枝枯れなど、樹木自
体に発生する要因が複合的に関与していることが多いことを解説。
◇ 枝折れ・幹折れ・根返りの発生要因の関係を図説。
◇ 気象害による樹木の倒伏・落枝のメカニズムや樹木自体が持つ弱点を踏まえ、樹木管理の過程と外力
で発生する倒木・落枝の要因について解説。

◇ 倒伏・落枝の発生を抑制する緑化方法として、設計・施工段階での具体的な作業
の基本的な考え方と、倒伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

【設計段階】樹種選定、配置、植栽地構造、樹木保護材
【施工段階】植栽工、植栽基盤整備工、樹木保護工

◇ 倒伏・落枝の発生を抑制する維持管理方法として、維持管理段階における具体的
な作業の基本的な考え方と、倒伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

【維持管理段階】剪定、樹木保護材、気象害対策、損傷防止対策、病虫害対策、根系
　　　　　　  の維持管理、街路樹台帳の整備

◇街路樹の点検・診断で把握した異状及び倒伏・落枝の兆候に対する措置の考え方
及び具体的な内容を解説。

【保全としての措置】治療・保護（剪定、植栽基盤整備・改良、空洞・腐朽部処置、
　　　　　　　　　  不定根育成、樹体保護）、更新（同種）
【再整備としての措置】更新（同種・異種）、撤去
◇台風や大雪・吹雪等の異常気象に向けた事前からの取組の必要性と襲来前・襲来時・
襲来後の対応内容について解説。

◇倒伏・落枝の発生を抑制するため、検証調査の必要性と倒伏・落枝が発生した際の調査方法について解説。
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の発生が9,367 本、残りの820

本が道路区域外から越境した

倒れ込みの被害であった。道路

区域内での被害で最も多かっ

た樹種はハナミズキ（535 本、

樹種が判明した被害本数にお

ける構成割合は13％）であり、

次いでサクラ（351本、構成割

合9％）、ケヤキ（343 本、構

成割合8％）の順であった。被

害形態では、根系に起因する

「倒伏（詳細な原因は不明）」、

「傾斜」、「根返り」の合計が全

体の76％を占めて最も多かった

（図3）。

2　倒伏・落枝の発生要因

倒伏・落枝は、強風・豪雪等

の気象害が重要な起因となって

いるが、樹木の幹・枝の材や分

岐部の強度の低下、根系の支

持力などを含めた複合的な要因

により発生する場合が多い。

台風における風の強さと倒伏

の関係は、過去の調査におい

て最大風速および最大瞬間風

速が大きくなるとともに被害が

増える傾向が確認されており、

具体的には東京都内の事例で

は最大瞬間風速が約30m/s 以

図3　被害形態別の本数と構成割合

倒伏 , 5,158 本 , 
55%

不明 , 164 本 , 2%
落枝 , 846 本 , 9%

その他倒伏以外 , 1 本 , 0%

根返り , 961 本 , 
10%

傾斜 , 1,055 本 , 
11%

幹折れ , 1,204本 , 
13%

上、沖縄県内の事例では最大風速が約22m/s 以上、

最大瞬間風速が約40m/s 以上となった場合に急速に

被害本数が増加した5）。

街路樹の腐朽や枯枝など樹体強度の低下につながる

現象は、主に樹木生理・特性により発生する場合と外

的・人為的な影響が原因となって発生する場合があり、

強風等の気象害と複合的な関係になっていると考えら

れる。
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図5　植栽基盤構造の設計における配慮事項 図6　植栽基盤整備工における配慮事項

図4　根返りの発生要因
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◇ 街路樹の倒伏・落枝は、主要な要因である気象害に加え、腐朽や樹木生理による枝枯れなど、樹木自
体に発生する要因が複合的に関与していることが多いことを解説。
◇ 枝折れ・幹折れ・根返りの発生要因の関係を図説。
◇ 気象害による樹木の倒伏・落枝のメカニズムや樹木自体が持つ弱点を踏まえ、樹木管理の過程と外力
で発生する倒木・落枝の要因について解説。

◇ 倒伏・落枝の発生を抑制する緑化方法として、設計・施工段階での具体的な作業
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【保全としての措置】治療・保護（剪定、植栽基盤整備・改良、空洞・腐朽部処置、
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【再整備としての措置】更新（同種・異種）、撤去
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の発生が9,367 本、残りの820

本が道路区域外から越境した

倒れ込みの被害であった。道路

区域内での被害で最も多かっ

た樹種はハナミズキ（535 本、

樹種が判明した被害本数にお

ける構成割合は13％）であり、

次いでサクラ（351本、構成割

合9％）、ケヤキ（343 本、構

成割合8％）の順であった。被

害形態では、根系に起因する

「倒伏（詳細な原因は不明）」、

「傾斜」、「根返り」の合計が全

体の76％を占めて最も多かった

（図3）。

2　倒伏・落枝の発生要因

倒伏・落枝は、強風・豪雪等

の気象害が重要な起因となって

いるが、樹木の幹・枝の材や分

岐部の強度の低下、根系の支

持力などを含めた複合的な要因

により発生する場合が多い。

台風における風の強さと倒伏

の関係は、過去の調査におい

て最大風速および最大瞬間風

速が大きくなるとともに被害が

増える傾向が確認されており、

具体的には東京都内の事例で

は最大瞬間風速が約30m/s 以

図3　被害形態別の本数と構成割合
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上、沖縄県内の事例では最大風速が約22m/s 以上、

最大瞬間風速が約40m/s 以上となった場合に急速に

被害本数が増加した5）。

街路樹の腐朽や枯枝など樹体強度の低下につながる

現象は、主に樹木生理・特性により発生する場合と外

的・人為的な影響が原因となって発生する場合があり、

強風等の気象害と複合的な関係になっていると考えら

れる。
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の発生が9,367 本、残りの820

本が道路区域外から越境した

倒れ込みの被害であった。道路

区域内での被害で最も多かっ

た樹種はハナミズキ（535 本、

樹種が判明した被害本数にお

ける構成割合は13％）であり、

次いでサクラ（351本、構成割

合9％）、ケヤキ（343 本、構

成割合8％）の順であった。被

害形態では、根系に起因する

「倒伏（詳細な原因は不明）」、

「傾斜」、「根返り」の合計が全

体の76％を占めて最も多かった

（図3）。

2　倒伏・落枝の発生要因

倒伏・落枝は、強風・豪雪等

の気象害が重要な起因となって

いるが、樹木の幹・枝の材や分

岐部の強度の低下、根系の支

持力などを含めた複合的な要因

により発生する場合が多い。

台風における風の強さと倒伏

の関係は、過去の調査におい

て最大風速および最大瞬間風

速が大きくなるとともに被害が

増える傾向が確認されており、

具体的には東京都内の事例で

は最大瞬間風速が約30m/s 以

図3　被害形態別の本数と構成割合
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上、沖縄県内の事例では最大風速が約22m/s 以上、

最大瞬間風速が約40m/s 以上となった場合に急速に

被害本数が増加した5）。

街路樹の腐朽や枯枝など樹体強度の低下につながる

現象は、主に樹木生理・特性により発生する場合と外

的・人為的な影響が原因となって発生する場合があり、

強風等の気象害と複合的な関係になっていると考えら

れる。
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倒れ込みの被害であった。道路

区域内での被害で最も多かっ

た樹種はハナミズキ（535 本、

樹種が判明した被害本数にお

ける構成割合は13％）であり、

次いでサクラ（351本、構成割

合9％）、ケヤキ（343 本、構

成割合8％）の順であった。被

害形態では、根系に起因する

「倒伏（詳細な原因は不明）」、

「傾斜」、「根返り」の合計が全

体の76％を占めて最も多かった

（図3）。

2　倒伏・落枝の発生要因

倒伏・落枝は、強風・豪雪等

の気象害が重要な起因となって

いるが、樹木の幹・枝の材や分

岐部の強度の低下、根系の支

持力などを含めた複合的な要因

により発生する場合が多い。

台風における風の強さと倒伏

の関係は、過去の調査におい

て最大風速および最大瞬間風

速が大きくなるとともに被害が

増える傾向が確認されており、

具体的には東京都内の事例で

は最大瞬間風速が約30m/s 以
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上、沖縄県内の事例では最大風速が約22m/s 以上、

最大瞬間風速が約40m/s 以上となった場合に急速に

被害本数が増加した5）。

街路樹の腐朽や枯枝など樹体強度の低下につながる

現象は、主に樹木生理・特性により発生する場合と外

的・人為的な影響が原因となって発生する場合があり、

強風等の気象害と複合的な関係になっていると考えら

れる。
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◇日常管理における街路樹の早期異状発見の必要性及び、情報提供の活用、異状を
確認するための点検（通常巡回、定期巡回）の内容を示すとともに、倒伏・落枝
の危険性を調査・診断する方法（簡易診断・樹木健全度調査・植栽環境調査）に
ついて解説。

【点検】通常巡回、定期巡回、異常時巡回
【診断】簡易診断、樹木健全度調査、植栽環境調査
◇台風・大雪・吹雪等の異常気象や災害発生時に行う異常時巡回の必要性と確認内
容を解説。

【情報提供の活用】通報、維持作業時確認

◇ 街路樹の倒伏・落枝は、主要な要因である気象害に加え、腐朽や樹木生理による枝枯れなど、樹木自
体に発生する要因が複合的に関与していることが多いことを解説。
◇ 枝折れ・幹折れ・根返りの発生要因の関係を図説。
◇ 気象害による樹木の倒伏・落枝のメカニズムや樹木自体が持つ弱点を踏まえ、樹木管理の過程と外力
で発生する倒木・落枝の要因について解説。

◇ 倒伏・落枝の発生を抑制する緑化方法として、設計・施工段階での具体的な作業
の基本的な考え方と、倒伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

【設計段階】樹種選定、配置、植栽地構造、樹木保護材
【施工段階】植栽工、植栽基盤整備工、樹木保護工

◇ 倒伏・落枝の発生を抑制する維持管理方法として、維持管理段階における具体的
な作業の基本的な考え方と、倒伏・落枝の発生要因に対する留意点を解説。

【維持管理段階】剪定、樹木保護材、気象害対策、損傷防止対策、病虫害対策、根系
　　　　　　  の維持管理、街路樹台帳の整備

◇街路樹の点検・診断で把握した異状及び倒伏・落枝の兆候に対する措置の考え方
及び具体的な内容を解説。

【保全としての措置】治療・保護（剪定、植栽基盤整備・改良、空洞・腐朽部処置、
　　　　　　　　　  不定根育成、樹体保護）、更新（同種）
【再整備としての措置】更新（同種・異種）、撤去
◇台風や大雪・吹雪等の異常気象に向けた事前からの取組の必要性と襲来前・襲来時・
襲来後の対応内容について解説。

◇倒伏・落枝の発生を抑制するため、検証調査の必要性と倒伏・落枝が発生した際の調査方法について解説。
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を図4に示す。健全に生育する樹木は強風等の荷重に

対してある程度の抵抗力を持っているが、樹木自体の

強度低下の誘因として、緑化の設計・施工・維持管理

の各段階における樹木特性や生理に対する無理解、樹

木の保護につながる観点を軽視していることも問題とし

てある。

3　倒伏・落枝に配慮した道路緑化手法

街路樹の倒伏・落枝の発生を抑制するには、緑化の

各段階における発生要因に対して、予防保全の観点を

持って対応することが重要となる。

（1）設計段階

設計段階における主な発生要因としては、植栽樹種、

植栽配置、植栽基盤構造、樹木保護材に関して、植

栽地との不適合な設計が行われることが挙げられる。

根返りに対する設計段階の配慮事項としては、根系

の良好な生育や伸長に影響する植栽基盤構造が重要

となる（図5）。植栽基盤は、街路樹の生育の基幹とな

る根系が十分に伸長・肥大できるよう、植栽樹種ごと

に異なる根系の成長特性に適した広さと深さを確保し、

使用する土壌は街路樹の生育に必要な物理性と化学性

を有するものとする。なお、植栽する樹木根系に適した

植栽基盤の構造が確保できない場合は、縦断方向へ

植栽基盤を長くすることや根系を土壌がある方向に誘

導することなどにより生育空間量の確保を検討する必要

がある。

（2）施工段階

施工段階における主な発生要因としては、植栽基盤

整備工、植栽工、樹木保護工に関して不適切な作業な

どが行われることが挙げられる。

根返りに対する施工段階の配慮事項としては、植栽

図7　根系の維持管理における配慮事項

基盤が植栽樹木の良好な生育ができる状態に造成で

きることが重要となる（図6）。植栽施工は道路整備全

体の工程では最後の段階で行われることが多い。そ

のため、植栽基盤整備は施工直前の土壌条件を再確

認した上で、植栽基盤の設計に基づいて適正に施工

することが求められる。なお、土壌条件が設計時に

行った調査結果と異なる場合には、再度、植栽基盤

の設計を見直した上で施工することが必要となる。

（3）維持管理段階

維持管理段階における主な発生要因としては、剪

定、樹木保護材の維持、損傷防止対策、根系の管理

に関して不適切な作業などが行われることが挙げられ

る。

根返りに対する維持管理段階の配慮事項としては、

根系伸長阻害や腐朽に対する対応措置が重要となる

（図7）。成長した根系にみられる障害としては、根上

りやガードリングルートがある。これらの障害が確認さ

れた場合には、倒伏や樹勢衰退の要因となることを理

解した上で、原因となる根系の生育状態に応じた措置

を行う。なお、措置として根系を切除する際には、切

除後の樹体支持の確保や根系切断面からの腐朽予防

を図る必要がある。
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を考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減するた

めに必要な改善的措置を行わなければならない。改善

的措置は、街路樹の再生として路線全体の街路樹をま

とまりとして存続させる「保全」と、路線全体の街路樹

を更新させる「再整備」に分類される。街路樹の再生方

針の設定にあたっては、路線全体における街路樹の異

状や兆候の頻度、また街路樹の重要性などの状況に応

じた最適な方法を選択し、実施する。

根返りの危険性が高い場合の改善的措置としては、

保全として樹冠縮小、植栽基盤改良、樹体保護等

が、再整備として再植栽（同種、異種）や撤去がある

（図8）。

おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的

措置までの一部を紹介した。幹折れや落枝の対策、地

域住民との合意形成等については当研究所ホームペー

ジ 5）からダウンロードできる手引き本体を参考にしてい

ただきたい。なお、倒伏・落枝の発生実態でも紹介し

たように、道路区域外からの被害が1割弱発生してい

ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。
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を考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減するた

めに必要な改善的措置を行わなければならない。改善

的措置は、街路樹の再生として路線全体の街路樹をま

とまりとして存続させる「保全」と、路線全体の街路樹

を更新させる「再整備」に分類される。街路樹の再生方

針の設定にあたっては、路線全体における街路樹の異

状や兆候の頻度、また街路樹の重要性などの状況に応

じた最適な方法を選択し、実施する。

根返りの危険性が高い場合の改善的措置としては、

保全として樹冠縮小、植栽基盤改良、樹体保護等

が、再整備として再植栽（同種、異種）や撤去がある

（図8）。

おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的

措置までの一部を紹介した。幹折れや落枝の対策、地

域住民との合意形成等については当研究所ホームペー

ジ 5）からダウンロードできる手引き本体を参考にしてい

ただきたい。なお、倒伏・落枝の発生実態でも紹介し

たように、道路区域外からの被害が1割弱発生してい

ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。
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を図4に示す。健全に生育する樹木は強風等の荷重に

対してある程度の抵抗力を持っているが、樹木自体の

強度低下の誘因として、緑化の設計・施工・維持管理

の各段階における樹木特性や生理に対する無理解、樹

木の保護につながる観点を軽視していることも問題とし

てある。

3　倒伏・落枝に配慮した道路緑化手法

街路樹の倒伏・落枝の発生を抑制するには、緑化の

各段階における発生要因に対して、予防保全の観点を

持って対応することが重要となる。

（1）設計段階

設計段階における主な発生要因としては、植栽樹種、

植栽配置、植栽基盤構造、樹木保護材に関して、植

栽地との不適合な設計が行われることが挙げられる。

根返りに対する設計段階の配慮事項としては、根系

の良好な生育や伸長に影響する植栽基盤構造が重要

となる（図5）。植栽基盤は、街路樹の生育の基幹とな

る根系が十分に伸長・肥大できるよう、植栽樹種ごと

に異なる根系の成長特性に適した広さと深さを確保し、

使用する土壌は街路樹の生育に必要な物理性と化学性

を有するものとする。なお、植栽する樹木根系に適した

植栽基盤の構造が確保できない場合は、縦断方向へ

植栽基盤を長くすることや根系を土壌がある方向に誘

導することなどにより生育空間量の確保を検討する必要

がある。

（2）施工段階

施工段階における主な発生要因としては、植栽基盤

整備工、植栽工、樹木保護工に関して不適切な作業な

どが行われることが挙げられる。

根返りに対する施工段階の配慮事項としては、植栽

図7　根系の維持管理における配慮事項

基盤が植栽樹木の良好な生育ができる状態に造成で

きることが重要となる（図6）。植栽施工は道路整備全

体の工程では最後の段階で行われることが多い。そ

のため、植栽基盤整備は施工直前の土壌条件を再確

認した上で、植栽基盤の設計に基づいて適正に施工

することが求められる。なお、土壌条件が設計時に

行った調査結果と異なる場合には、再度、植栽基盤

の設計を見直した上で施工することが必要となる。

（3）維持管理段階

維持管理段階における主な発生要因としては、剪

定、樹木保護材の維持、損傷防止対策、根系の管理

に関して不適切な作業などが行われることが挙げられ

る。

根返りに対する維持管理段階の配慮事項としては、

根系伸長阻害や腐朽に対する対応措置が重要となる

（図7）。成長した根系にみられる障害としては、根上

りやガードリングルートがある。これらの障害が確認さ

れた場合には、倒伏や樹勢衰退の要因となることを理

解した上で、原因となる根系の生育状態に応じた措置

を行う。なお、措置として根系を切除する際には、切

除後の樹体支持の確保や根系切断面からの腐朽予防

を図る必要がある。
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がある。
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基盤が植栽樹木の良好な生育ができる状態に造成で

きることが重要となる（図6）。植栽施工は道路整備全

体の工程では最後の段階で行われることが多い。そ

のため、植栽基盤整備は施工直前の土壌条件を再確

認した上で、植栽基盤の設計に基づいて適正に施工

することが求められる。なお、土壌条件が設計時に

行った調査結果と異なる場合には、再度、植栽基盤

の設計を見直した上で施工することが必要となる。

（3）維持管理段階
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定、樹木保護材の維持、損傷防止対策、根系の管理
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根系伸長阻害や腐朽に対する対応措置が重要となる

（図7）。成長した根系にみられる障害としては、根上

りやガードリングルートがある。これらの障害が確認さ

れた場合には、倒伏や樹勢衰退の要因となることを理

解した上で、原因となる根系の生育状態に応じた措置

を行う。なお、措置として根系を切除する際には、切

除後の樹体支持の確保や根系切断面からの腐朽予防

を図る必要がある。
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おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的
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ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。

引用・参考文献

1）国土交通省（2015）道路緑化技術基準、国土交通省ホームペー
ジ　http://www.mlit.go.jp/common/001085089.pdf

2）国土技術政策総合研究所（2018）：わが国の街路樹Ⅷ、国土技
術政策総合研究所資料第1050 号、220pp.

3）国土技術政策総合研究所（2012）：街路樹の倒伏対策の手引き、
国土技術政策総合研究所資料第669 号、144pp.

4）（社）道路緑化保全協会関東支部（1981）：台風と樹木－台風20
号（1979.10.19）による樹木（道路）被害調査（その 2）－、106pp.

5）国土技術政策総合研究所（2019）：街路樹の倒伏対策の手引き
（第2 版）、国土技術政策総合研究所資料第1059 号、388pp、
国総研ホームページ　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/
tnn/tnn1059.htm

飯塚康雄（いいづか やすお）

1983 年建設省入省。土木研究所（主に緑化研究室）、日本道路公
団（東京建設局）を経て、2001年より現職。主に都市緑化に関する
調査研究に従事。

・倒伏の原因となる腐朽等の
程度が小さく、回復が見込
める場合

・歴史文化的な価値や地域で
のシンボルなど、愛着があ
り景観面等で重要な街路樹
の場合

・当該街路樹が樹体構造の弱
点等から倒伏危険性が高く、
剪定や樹勢回復等での対応
が不可能な場合

・倒伏の危険性を長期的に回
避する必要がある場合

15

特集 ▶▶▶ 街路樹の効用と倒伏対策

街路樹の根返りを例とした複合的な発生要因の関係

を図4に示す。健全に生育する樹木は強風等の荷重に

対してある程度の抵抗力を持っているが、樹木自体の

強度低下の誘因として、緑化の設計・施工・維持管理

の各段階における樹木特性や生理に対する無理解、樹

木の保護につながる観点を軽視していることも問題とし

てある。

3　倒伏・落枝に配慮した道路緑化手法

街路樹の倒伏・落枝の発生を抑制するには、緑化の

各段階における発生要因に対して、予防保全の観点を

持って対応することが重要となる。

（1）設計段階

設計段階における主な発生要因としては、植栽樹種、

植栽配置、植栽基盤構造、樹木保護材に関して、植

栽地との不適合な設計が行われることが挙げられる。

根返りに対する設計段階の配慮事項としては、根系

の良好な生育や伸長に影響する植栽基盤構造が重要

となる（図5）。植栽基盤は、街路樹の生育の基幹とな

る根系が十分に伸長・肥大できるよう、植栽樹種ごと

に異なる根系の成長特性に適した広さと深さを確保し、

使用する土壌は街路樹の生育に必要な物理性と化学性

を有するものとする。なお、植栽する樹木根系に適した

植栽基盤の構造が確保できない場合は、縦断方向へ

植栽基盤を長くすることや根系を土壌がある方向に誘

導することなどにより生育空間量の確保を検討する必要

がある。

（2）施工段階

施工段階における主な発生要因としては、植栽基盤

整備工、植栽工、樹木保護工に関して不適切な作業な

どが行われることが挙げられる。

根返りに対する施工段階の配慮事項としては、植栽

図7　根系の維持管理における配慮事項

基盤が植栽樹木の良好な生育ができる状態に造成で

きることが重要となる（図6）。植栽施工は道路整備全

体の工程では最後の段階で行われることが多い。そ

のため、植栽基盤整備は施工直前の土壌条件を再確

認した上で、植栽基盤の設計に基づいて適正に施工

することが求められる。なお、土壌条件が設計時に

行った調査結果と異なる場合には、再度、植栽基盤

の設計を見直した上で施工することが必要となる。

（3）維持管理段階

維持管理段階における主な発生要因としては、剪

定、樹木保護材の維持、損傷防止対策、根系の管理

に関して不適切な作業などが行われることが挙げられ

る。

根返りに対する維持管理段階の配慮事項としては、

根系伸長阻害や腐朽に対する対応措置が重要となる

（図7）。成長した根系にみられる障害としては、根上

りやガードリングルートがある。これらの障害が確認さ

れた場合には、倒伏や樹勢衰退の要因となることを理

解した上で、原因となる根系の生育状態に応じた措置

を行う。なお、措置として根系を切除する際には、切

除後の樹体支持の確保や根系切断面からの腐朽予防

を図る必要がある。

GREEN AGE　2019／1016

図8　根返りの危険性に対する改善的措置

再植栽【同種】

樹冠縮小の剪定 植栽基盤整備・改良

空洞・腐朽部処置 樹体保護（支柱設置）

保全

再整備

4　街路樹の異状に対する改善的措置

危険度が高い樹木については、街路樹としての機能

を考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減するた

めに必要な改善的措置を行わなければならない。改善

的措置は、街路樹の再生として路線全体の街路樹をま

とまりとして存続させる「保全」と、路線全体の街路樹

を更新させる「再整備」に分類される。街路樹の再生方

針の設定にあたっては、路線全体における街路樹の異

状や兆候の頻度、また街路樹の重要性などの状況に応

じた最適な方法を選択し、実施する。

根返りの危険性が高い場合の改善的措置としては、

保全として樹冠縮小、植栽基盤改良、樹体保護等

が、再整備として再植栽（同種、異種）や撤去がある

（図8）。

おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的

措置までの一部を紹介した。幹折れや落枝の対策、地

域住民との合意形成等については当研究所ホームペー

ジ 5）からダウンロードできる手引き本体を参考にしてい

ただきたい。なお、倒伏・落枝の発生実態でも紹介し

たように、道路区域外からの被害が1割弱発生してい

ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。

引用・参考文献

1）国土交通省（2015）道路緑化技術基準、国土交通省ホームペー
ジ　http://www.mlit.go.jp/common/001085089.pdf

2）国土技術政策総合研究所（2018）：わが国の街路樹Ⅷ、国土技
術政策総合研究所資料第1050 号、220pp.

3）国土技術政策総合研究所（2012）：街路樹の倒伏対策の手引き、
国土技術政策総合研究所資料第669 号、144pp.

4）（社）道路緑化保全協会関東支部（1981）：台風と樹木－台風20
号（1979.10.19）による樹木（道路）被害調査（その 2）－、106pp.

5）国土技術政策総合研究所（2019）：街路樹の倒伏対策の手引き
（第2 版）、国土技術政策総合研究所資料第1059 号、388pp、
国総研ホームページ　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/
tnn/tnn1059.htm

飯塚康雄（いいづか やすお）

1983 年建設省入省。土木研究所（主に緑化研究室）、日本道路公
団（東京建設局）を経て、2001年より現職。主に都市緑化に関する
調査研究に従事。

・倒伏の原因となる腐朽等の
程度が小さく、回復が見込
める場合

・歴史文化的な価値や地域で
のシンボルなど、愛着があ
り景観面等で重要な街路樹
の場合

・当該街路樹が樹体構造の弱
点等から倒伏危険性が高く、
剪定や樹勢回復等での対応
が不可能な場合

・倒伏の危険性を長期的に回
避する必要がある場合

15

特集 ▶▶▶ 街路樹の効用と倒伏対策

街路樹の根返りを例とした複合的な発生要因の関係

を図4に示す。健全に生育する樹木は強風等の荷重に

対してある程度の抵抗力を持っているが、樹木自体の

強度低下の誘因として、緑化の設計・施工・維持管理

の各段階における樹木特性や生理に対する無理解、樹

木の保護につながる観点を軽視していることも問題とし

てある。

3　倒伏・落枝に配慮した道路緑化手法

街路樹の倒伏・落枝の発生を抑制するには、緑化の

各段階における発生要因に対して、予防保全の観点を

持って対応することが重要となる。

（1）設計段階

設計段階における主な発生要因としては、植栽樹種、

植栽配置、植栽基盤構造、樹木保護材に関して、植

栽地との不適合な設計が行われることが挙げられる。

根返りに対する設計段階の配慮事項としては、根系

の良好な生育や伸長に影響する植栽基盤構造が重要

となる（図5）。植栽基盤は、街路樹の生育の基幹とな

る根系が十分に伸長・肥大できるよう、植栽樹種ごと

に異なる根系の成長特性に適した広さと深さを確保し、

使用する土壌は街路樹の生育に必要な物理性と化学性

を有するものとする。なお、植栽する樹木根系に適した

植栽基盤の構造が確保できない場合は、縦断方向へ

植栽基盤を長くすることや根系を土壌がある方向に誘

導することなどにより生育空間量の確保を検討する必要

がある。

（2）施工段階

施工段階における主な発生要因としては、植栽基盤

整備工、植栽工、樹木保護工に関して不適切な作業な

どが行われることが挙げられる。

根返りに対する施工段階の配慮事項としては、植栽

図7　根系の維持管理における配慮事項

基盤が植栽樹木の良好な生育ができる状態に造成で

きることが重要となる（図6）。植栽施工は道路整備全

体の工程では最後の段階で行われることが多い。そ

のため、植栽基盤整備は施工直前の土壌条件を再確

認した上で、植栽基盤の設計に基づいて適正に施工

することが求められる。なお、土壌条件が設計時に

行った調査結果と異なる場合には、再度、植栽基盤

の設計を見直した上で施工することが必要となる。

（3）維持管理段階

維持管理段階における主な発生要因としては、剪

定、樹木保護材の維持、損傷防止対策、根系の管理

に関して不適切な作業などが行われることが挙げられ

る。

根返りに対する維持管理段階の配慮事項としては、

根系伸長阻害や腐朽に対する対応措置が重要となる

（図7）。成長した根系にみられる障害としては、根上

りやガードリングルートがある。これらの障害が確認さ

れた場合には、倒伏や樹勢衰退の要因となることを理

解した上で、原因となる根系の生育状態に応じた措置

を行う。なお、措置として根系を切除する際には、切

除後の樹体支持の確保や根系切断面からの腐朽予防

を図る必要がある。

GREEN AGE　2019／1016

図8　根返りの危険性に対する改善的措置

再植栽【同種】

樹冠縮小の剪定 植栽基盤整備・改良

空洞・腐朽部処置 樹体保護（支柱設置）

保全

再整備

4　街路樹の異状に対する改善的措置

危険度が高い樹木については、街路樹としての機能

を考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減するた

めに必要な改善的措置を行わなければならない。改善

的措置は、街路樹の再生として路線全体の街路樹をま

とまりとして存続させる「保全」と、路線全体の街路樹

を更新させる「再整備」に分類される。街路樹の再生方

針の設定にあたっては、路線全体における街路樹の異

状や兆候の頻度、また街路樹の重要性などの状況に応

じた最適な方法を選択し、実施する。

根返りの危険性が高い場合の改善的措置としては、

保全として樹冠縮小、植栽基盤改良、樹体保護等

が、再整備として再植栽（同種、異種）や撤去がある

（図8）。

おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的

措置までの一部を紹介した。幹折れや落枝の対策、地

域住民との合意形成等については当研究所ホームペー

ジ 5）からダウンロードできる手引き本体を参考にしてい

ただきたい。なお、倒伏・落枝の発生実態でも紹介し

たように、道路区域外からの被害が1割弱発生してい

ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。

引用・参考文献

1）国土交通省（2015）道路緑化技術基準、国土交通省ホームペー
ジ　http://www.mlit.go.jp/common/001085089.pdf

2）国土技術政策総合研究所（2018）：わが国の街路樹Ⅷ、国土技
術政策総合研究所資料第1050 号、220pp.

3）国土技術政策総合研究所（2012）：街路樹の倒伏対策の手引き、
国土技術政策総合研究所資料第669 号、144pp.

4）（社）道路緑化保全協会関東支部（1981）：台風と樹木－台風20
号（1979.10.19）による樹木（道路）被害調査（その 2）－、106pp.

5）国土技術政策総合研究所（2019）：街路樹の倒伏対策の手引き
（第2 版）、国土技術政策総合研究所資料第1059 号、388pp、
国総研ホームページ　http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/
tnn/tnn1059.htm

飯塚康雄（いいづか やすお）

1983 年建設省入省。土木研究所（主に緑化研究室）、日本道路公
団（東京建設局）を経て、2001年より現職。主に都市緑化に関する
調査研究に従事。

・倒伏の原因となる腐朽等の
程度が小さく、回復が見込
める場合

・歴史文化的な価値や地域で
のシンボルなど、愛着があ
り景観面等で重要な街路樹
の場合

・当該街路樹が樹体構造の弱
点等から倒伏危険性が高く、
剪定や樹勢回復等での対応
が不可能な場合

・倒伏の危険性を長期的に回
避する必要がある場合



GREEN AGE　2019／1016

図8　根返りの危険性に対する改善的措置
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樹冠縮小の剪定 植栽基盤整備・改良

空洞・腐朽部処置 樹体保護（支柱設置）

保全

再整備

4　街路樹の異状に対する改善的措置

危険度が高い樹木については、街路樹としての機能

を考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減するた

めに必要な改善的措置を行わなければならない。改善

的措置は、街路樹の再生として路線全体の街路樹をま

とまりとして存続させる「保全」と、路線全体の街路樹

を更新させる「再整備」に分類される。街路樹の再生方

針の設定にあたっては、路線全体における街路樹の異

状や兆候の頻度、また街路樹の重要性などの状況に応

じた最適な方法を選択し、実施する。

根返りの危険性が高い場合の改善的措置としては、

保全として樹冠縮小、植栽基盤改良、樹体保護等

が、再整備として再植栽（同種、異種）や撤去がある

（図8）。

おわりに

本稿では、本手引きのポイントのうち街路樹の根返

り対策を主題に取り上げながら、発生要因から改善的

措置までの一部を紹介した。幹折れや落枝の対策、地

域住民との合意形成等については当研究所ホームペー

ジ 5）からダウンロードできる手引き本体を参考にしてい

ただきたい。なお、倒伏・落枝の発生実態でも紹介し

たように、道路区域外からの被害が1割弱発生してい

ることの対応策を検討することが今後の課題として残さ

れている。
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